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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであ
って、
　カセットケース本体と、
　前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、
　前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、
　当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入さ
れる空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセ
ットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、
　前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置する
とともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前
記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが
前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアー
ム部と、
　前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、
前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前
記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、
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　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボン
の前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲
案内する第２案内部材と、
　前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、
　前記第１上流側突片部が前記インクリボンの走行方向から見て台形であること、を特徴
とするテープカセット。
【請求項２】
　カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであ
って、
　カセットケース本体と、
　前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、
　前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、
　当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入さ
れる空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセ
ットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、
　前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置する
とともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前
記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが
前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアー
ム部と、
　前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、
前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前
記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボン
の前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲
案内する第２案内部材と、
　前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、
  前記第１上流側突片部における前記インクリボンの前記インク面の裏面側の接触面と前
記第１案内部材における前記インクリボンの前記インク面の裏面側の接触面とが前記イン
クリボンの走行方向から見て平行であること、を特徴とするテープカセット。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載するテープカセットであって、
　前記第１案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って前記第１上流側突片部より低く突出した下流側突片部を備
えたこと、を特徴とするテープカセット。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープカセットであって、
　前記第２案内部材は、前記アーム部の前記基端部分に位置し、前記供給部から引き出さ
れた前記インクリボンの走行を前記所定方向へ最初に屈曲案内すること、を特徴とするテ
ープカセット。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープカセットであって、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前
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記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、
　前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対し
て前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、
　前記第３案内部材の中央部は、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリ
ボンの幅方向に沿ってストレートに形成されたこと、を特徴とするテープカセット。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープカセットであって、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前
記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、
　前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対し
て前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、
　前記第３案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第２上流側突片部を備えたこと、を特徴とするテ
ープカセット。
【請求項７】
　カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであ
って、
　カセットケース本体と、
　前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、
　前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、
　当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入さ
れる空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセ
ットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、
　前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置する
とともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前
記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが
前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアー
ム部と、
　前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、
前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前
記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボン
の前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲
案内する第２案内部材と、
　前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、
　前記第１案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って前記第１上流側突片部より低く突出した下流側突片部を備
えたこと、を特徴とするテープカセット。
【請求項８】
　カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであ
って、
　カセットケース本体と、
　前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、
　前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、
　当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入さ
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れる空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセ
ットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、
　前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置する
とともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前
記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが
前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアー
ム部と、
　前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、
前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前
記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボン
の前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲
案内する第２案内部材と、
　前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前
記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、
　前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対し
て前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、
　前記第３案内部材の中央部は、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリ
ボンの幅方向に沿ってストレートに形成されたこと、を特徴とするテープカセット。
【請求項９】
　カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであ
って、
　カセットケース本体と、
　前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、
　前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、
　当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入さ
れる空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセ
ットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、
　前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置する
とともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前
記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが
前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアー
ム部と、
　前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、
前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前
記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、
　前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記
第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボン
の前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲
案内する第２案内部材と、
　前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、
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　前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前
記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、
　前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対し
て前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、
　前記第３案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記
インクリボンの幅方向に沿って突出した第２上流側突片部を備えたこと、を特徴とするテ
ープカセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクリボンの走行技術を向上させるテープカセットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テープ印字装置に装着されたテープカセットでは、印字の際には、インクリ
ボンが、リボン供給スプールから引き出され、テープ印字装置の印字ヘッド上を走行して
いる（下記特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－３１４８６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このインクリボンの走行中において、走行ズレや皺の発生はほとんど起こることはなく
なったが、何らかの原因によって走行ズレや皺が発生してしまうと、印字品質にカスレ等
の悪影響を与えてしまうので、インクリボンの走行技術について更なる向上が望まれてい
た。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述した点を鑑みてなされたものであり、走行中のインクリボンに
発生した走行ズレや皺を矯正することが可能なテープカセットを提供することを課題とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題を解決するためになされた請求項１に係る発明は、カセット装着部に印字ヘッ
ドを備えたテープ印字装置に着脱自在なテープカセットであって、カセットケース本体と
、前記カセットケース本体内に収納されるリボン供給スプールと、前記リボン供給スプー
ルにインク面が内側に巻回されたインクリボンと、当該テープカセットが前記カセット装
着部に装着された場合に前記印字ヘッドが挿入される空間であって、前記カセットケース
本体を上下方向に貫通し、且つ、当該テープカセットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部
と、前記リボン供給スプールから前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置す
るとともに前記カセットケース本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、
前記ヘッド挿入部に向けて開口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボン
が前記供給部から前記排出口を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するア
ーム部と、前記カセットケース本体に設けられる複数の案内部材と、前記複数の案内部材
の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記排出口に対して前記イ
ンクリボンの走行方向の上流側の直前に又は前記排出口に位置し、前記インクリボンの前
記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内
する第１案内部材と、前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口ま
での間にあり、前記第１案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し
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、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を
前記所定方向へ屈曲案内する第２案内部材と、前記第２案内部材の中央部に凸設され、前
記インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第１
上流側突片部を備え、前記第１上流側突片部が前記インクリボンの走行方向から見て台形
であること、を特徴とする。
【０００７】
　請求項１に係る発明のテープカセットでは、先ず、リボン供給スプールから引き出され
たインクリボンが、そのインク面の裏面側を第２案内部材の第１上流側突片部に接触しな
がら走行する。この点、第２案内部材の第１上流側突片部は、第２案内部材の中央部に凸
設され、インクリボンの走行方向とは直交するインクリボンの幅方向に沿って突出してい
るので、インクリボンの走行は第２案内部材の中央部側に導かれる。よって、インクリボ
ンの走行ズレが発生しても矯正される。その後、インクリボンは、そのインク面の裏面側
を第１案内部材に接触しながら走行するので、インクリボンに皺が発生しても、その皺は
、第１案内部材によって伸ばされて矯正される。この点、第１案内部材は、アーム部のヘ
ッド挿入部に向けて開口する排出口に対して、インクリボンの走行方向の上流側の直前に
又はその排出口に位置している。よって、走行ズレや皺が発生しても、その走行ズレやそ
の皺が矯正されたインクリボンが、排出口を通過し、アーム部のヘッド挿入部に挿入され
ているテープ印字装置の印字ヘッドに向かって走行するので、良好な印字品質が確保でき
る。
　また、請求項２に係る発明は、カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に
着脱自在なテープカセットであって、カセットケース本体と、前記カセットケース本体内
に収納されるリボン供給スプールと、前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回さ
れたインクリボンと、当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記
印字ヘッドが挿入される空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且
つ、当該テープカセットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、前記リボン供給スプール
から前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置するとともに前記カセットケー
ス本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前記ヘッド挿入部に向けて開
口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが前記供給部から前記排出口
を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアーム部と、前記カセットケー
ス本体に設けられる複数の案内部材と、前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部
から前記排出口までの間にあり、前記排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流
側の直前に又は前記排出口に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触さ
せながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、前記複
数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記第１案内
部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記イ
ンク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する
第２案内部材と、前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向と
は直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、前記第
１上流側突片部における前記インクリボンの前記インク面の裏面側の接触面と前記第１案
内部材における前記インクリボンの前記インク面の裏面側の接触面とが前記インクリボン
の走行方向から見て平行であること、を特徴とする。
【０００８】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載するテープカセットであっ
て、前記第１案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前
記インクリボンの幅方向に沿って前記第１上流側突片部より低く突出した下流側突片部を
備えたこと、を特徴とする。
【０００９】
　請求項３に係る発明のテープカセットでは、インクリボンは、そのインク面の裏面側を
第１案内部材の下流側突片部に接触しながら走行する。この点、第１案内部材の下流側突
片部は、第１案内部材の中央部に凸設され、インクリボンの走行方向とは直交するインク
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リボンの幅方向に沿って第２案内部材の第１上流側突片部より低く突出しているので、第
２案内部材の第１上流側突片部にインクリボンのインク面の裏面側が接触した後でそのイ
ンクリボンに皺が発生しても、その皺は、第１案内部材の下流側突片部によって伸ばされ
て矯正される。
【００１０】
　また、請求項４に係る発明は、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープ
カセットであって、前記第２案内部材は、前記アーム部の前記基端部分に位置し、前記供
給部から引き出された前記インクリボンの走行を前記所定方向へ最初に屈曲案内すること
、を特徴とする。
【００１１】
　請求項４に係る発明のテープカセットでは、第２案内部材が、アーム部の基端部分に位
置しており、供給部から引き出されたインクリボンの走行を所定方向へ最初に屈曲案内す
る。よって、インクリボンの走行方向のより上流側にて、インクリボンの走行ズレを第２
案内部材で矯正する。
【００１２】
　また、請求項５に係る発明は、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープ
カセットであって、前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記
インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を
接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備
え、前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対
して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記第３案内部材の中央部は、前記
インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリボンの幅方向に沿ってストレートに形
成されたこと、を特徴とする。
【００１３】
　請求項５に係る発明のテープカセットでは、第３案内部材と第１案内部材との間に第２
案内部材があるので、アーム部のヘッド挿入部に向けて開口する排出口により近い位置に
おいて、第２案内部材によるインクリボンの走行ズレの矯正を行うことが可能となる。ま
た、上述したように、インクリボンに発生した皺を伸ばして矯正する第１案内部材は、テ
ープ印字装置のヘッド挿入部に向けて開口する排出口に対して、インクリボンの走行方向
の上流側の直前に又はその排出口に位置する。以上より、インクリボンに走行ズレや皺が
発生しても、テープ印字装置の印字ヘッドの最も近くに位置する排出口をそのインクリボ
ンが通過する際やその通過の直前にて、そのインクリボンの走行ズレや皺が矯正される。
【００１４】
　尚、請求項５に係る発明のテープカセットでは、リボン供給スプールから引き出された
インクリボンのインク面の裏面側が、第３案内部材の中央部に接触しながら走行する。こ
の点、第３案内部材の中央部は、インクリボンの走行方向とは直交するインクリボンの幅
方向に沿ってストレートに形成されているので、走行中のインクリボンに皺が発生しても
、その皺は、第３案内部材の中央部によって伸ばされて矯正される。
【００１５】
　また、請求項６に係る発明は、請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載するテープ
カセットであって、前記複数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記
インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を
接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備
え、前記第２案内部材は、前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対
して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記第３案内部材の中央部に凸設さ
れ、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出し
た第２上流側突片部を備えたこと、を特徴とする。
【００１６】
　請求項６に係る発明のテープカセットでは、第３案内部材と第１案内部材との間に第２
案内部材があるので、アーム部のヘッド挿入部に向けて開口する排出口により近い位置に
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おいて、第２案内部材によるインクリボンの走行ズレの矯正を行うことが可能となる。ま
た、上述したように、インクリボンに発生した皺を伸ばして矯正する第１案内部材は、テ
ープ印字装置のヘッド挿入部に向けて開口する排出口に対して、インクリボンの走行方向
の上流側の直前に又はその排出口に位置する。以上より、インクリボンに走行ズレや皺が
発生しても、テープ印字装置の印字ヘッドの最も近くに位置する排出口をそのインクリボ
ンが通過する際又はその通過の直前にて、インクリボンの走行ズレや皺が矯正される。
【００１７】
　さらに、請求項６に係る発明のテープカセットでは、リボン供給スプールから引き出さ
れたインクリボンが、そのインク面の裏面側を第３案内部材の第２上流側突片部に接触し
ながら走行する。この点、第３案内部材の第２上流側突片部は、第３案内部材の中央部に
凸設され、インクリボンの走行方向とは直交するインクリボンの幅方向に沿って突出して
いるので、インクリボンの走行は第３案内部材の中央部側に導かれる。よって、インクリ
ボンの走行ズレが発生しても矯正される。従って、リボン供給スプールからインクリボン
が引き出された後付近やそのインクリボンが排出口を通過する直前付近の２箇所において
、そのインクリボンの走行ズレを矯正することができる。
　また、請求項７に係る発明は、カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に
着脱自在なテープカセットであって、カセットケース本体と、前記カセットケース本体内
に収納されるリボン供給スプールと、前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回さ
れたインクリボンと、当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記
印字ヘッドが挿入される空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且
つ、当該テープカセットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、前記リボン供給スプール
から前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置するとともに前記カセットケー
ス本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前記ヘッド挿入部に向けて開
口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが前記供給部から前記排出口
を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアーム部と、前記カセットケー
ス本体に設けられる複数の案内部材と、前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部
から前記排出口までの間にあり、前記排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流
側の直前に又は前記排出口に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触さ
せながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、前記複
数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記第１案内
部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記イ
ンク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する
第２案内部材と、前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向と
は直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、前記第
１案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向とは直交する前記インクリ
ボンの幅方向に沿って前記第１上流側突片部より低く突出した下流側突片部を備えたこと
、を特徴とする。
　また、請求項８に係る発明は、カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に
着脱自在なテープカセットであって、カセットケース本体と、前記カセットケース本体内
に収納されるリボン供給スプールと、前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回さ
れたインクリボンと、当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記
印字ヘッドが挿入される空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且
つ、当該テープカセットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、前記リボン供給スプール
から前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置するとともに前記カセットケー
ス本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前記ヘッド挿入部に向けて開
口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが前記供給部から前記排出口
を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアーム部と、前記カセットケー
ス本体に設けられる複数の案内部材と、前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部
から前記排出口までの間にあり、前記排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流
側の直前に又は前記排出口に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触さ
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せながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、前記複
数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記第１案内
部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記イ
ンク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する
第２案内部材と、前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向と
は直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、前記複
数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の
上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インク
リボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、前記第２案内部材は、
前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記第３案内部材の中央部は、前記インクリボンの走行方向と
は直交する前記インクリボンの幅方向に沿ってストレートに形成されたこと、を特徴とす
る。
　また、請求項９に係る発明は、カセット装着部に印字ヘッドを備えたテープ印字装置に
着脱自在なテープカセットであって、カセットケース本体と、前記カセットケース本体内
に収納されるリボン供給スプールと、前記リボン供給スプールにインク面が内側に巻回さ
れたインクリボンと、当該テープカセットが前記カセット装着部に装着された場合に前記
印字ヘッドが挿入される空間であって、前記カセットケース本体を上下方向に貫通し、且
つ、当該テープカセットの側面に沿って伸びるヘッド挿入部と、前記リボン供給スプール
から前記インクリボンが引き出される供給部の付近に位置するとともに前記カセットケー
ス本体の側面に突設されるアーム本体を支えた基端部分と、前記ヘッド挿入部に向けて開
口する排出口を設けた先端部分とを有し、前記インクリボンが前記供給部から前記排出口
を通過して前記ヘッド挿入部に向かう所定方向へ走行するアーム部と、前記カセットケー
ス本体に設けられる複数の案内部材と、前記複数の案内部材の一つであって、前記供給部
から前記排出口までの間にあり、前記排出口に対して前記インクリボンの走行方向の上流
側の直前に又は前記排出口に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触さ
せながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第１案内部材と、前記複
数の案内部材の一つであって、前記供給部から前記排出口までの間にあり、前記第１案内
部材に対して前記インクリボンの走行方向の上流側に位置し、前記インクリボンの前記イ
ンク面の裏面側を接触させながら前記インクリボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する
第２案内部材と、前記第２案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走行方向と
は直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第１上流側突片部を備え、前記複
数の案内部材の一つであって、前記第２案内部材に対して前記インクリボンの走行方向の
上流側に位置し、前記インクリボンの前記インク面の裏面側を接触させながら前記インク
リボンの走行を前記所定方向へ屈曲案内する第３案内部材を備え、前記第２案内部材は、
前記アーム部の前記先端部分にあって、前記第１案内部材に対して前記インクリボンの走
行方向の上流側に位置し、前記第３案内部材の中央部に凸設され、前記インクリボンの走
行方向とは直交する前記インクリボンの幅方向に沿って突出した第２上流側突片部を備え
たこと、を特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　すなわち、本発明のテープカセットでは、インクリボンに走行ズレや皺が発生しても、
その走行ズレや皺はそのインクリボンの走行中に複数の案内部材によって矯正されるので
、良好な印字品質を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係るテープカセットが有するアーム部内でのインクリボン
の走行状態を概略的に示した斜視図である。
【図２】同テープカセットが有する３つのインクリボン用案内リブの形状に関し、組み合
わせの一例を示した側面図である。
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【図３】同テープカセットが有する３つのインクリボン用案内リブの形状に関し、組み合
わせの一例を示した側面図である。
【図４】同テープカセットが有する３つのインクリボン用案内リブの形状に関し、組み合
わせの一例を示した側面図である。
【図５】同テープカセットの斜視図である。
【図６】上カセットケースを除いて示す同テープカセットの平面図である。
【図７】同テープカセットが着脱されるテープ印字装置の平面図である。
【図８】同テープ印字装置の側面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照にして説明する。図７は、本実施形態に係るテ
ープカセットが着脱されるテープ印字装置１０１の平面図である。図８は、テープ印字装
置１０１の側面図である。テープ印字装置１０１は、ラベル作成用のテーププリンタであ
る。図７や図８に示すように、テープ印字装置１０１には、蓋体１０２やカセット装着部
１０３が設けられている。
【００２１】
　カセット装着部１０３は、蓋体１０２が閉じられた状態では、蓋体１０２によって覆わ
れる。但し、蓋体１０２は、開閉可能なように回動自在に設けられている。従って、蓋体
１０２が開けられた状態では、カセット装着部１０３が露出する。
【００２２】
　露出したカセット装着部１０３に対して、ユーザーは、本実施形態に係るテープカセッ
ト１を入れたり外したりすることができる。従って、ユーザーは、本実施形態に係るテー
プカセット１をカセット装着部１０３に入れ、蓋体１０２を閉じると、本実施形態に係る
テープカセット１をテープ印字装置１０１のカセット装着部１０３に装着することができ
る。
【００２３】
　図５は、本実施形態に係るテープカセット１の斜視図である。本実施形態に係るテープ
カセット１は、所謂ラミネートタイプのものである。図５に示すように、本実施形態に係
るテープカセット１は、上カセットケース２と下カセットケース３から構成されるカセッ
トケース本体９９を有しており、テープ排出部４から印字テープ５が排出される。
【００２４】
　尚、符号１１は、ラミネートフィルム（第１小巻テープに巻回されたもの）である。符
号１９は、アーム部である。符号２０は、ヘッド挿入部である。これらの説明は、後述す
る。
【００２５】
　図６は、上カセットケース２（上記図５参照）を除いて示す本実施形態に係るテープカ
セット１の平面図である。図６において、本実施形態に係るテープカセット１の下カセッ
トケース３内には、第２小巻テープ１３が巻回されたテープスプール１２や、第１小巻テ
ープ１１が巻回されたフィルムスプール１４、インクリボン６が巻回されたリボン供給ス
プール１５、リボン巻取スプール１６が、それぞれ上カセットケース２（上記図５参照）
に形成されたスプール支持部（図示せず）との協働により回転可能に配置されている。
【００２６】
　第１小巻テープ１１は、透明或いは半透明な樹脂から成るラミネートフィルムがその印
字面を内側にしてフィルムスプール１４に巻回されたものである。フィルムスプール１４
に巻回された第１小巻テープ（ラミネートフィルム）１１は、下カセットケース３に立設
された案内ピン１７から回転可能な案内コロ１８を経て、アーム部１９内に案内され、更
に、その印字面を第２走行部材５０と接触させながら走行し、アーム部１９の排出口９７
を通過して、ヘッド挿入部２０で露出された後、第１走行部材２１、送りローラ２２を経
てテープ排出部４から本実施形態に係るテープカセット１の外部に排出される。
【００２７】
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　この点、ヘッド挿入部２０は、本実施形態に係るテープカセット１の前面（上記図５で
は、図面の右側側面）に沿って伸びており、カセットケース本体９９（上記図５参照）を
上下方向に貫通して形成されている。アーム部１９は、基端部分１９Ａと先端部分１９Ｂ
とを含んだアーム本体１９Ｃを有している。基端部分１９Ａは、リボン供給スプール１５
からインクリボン６が引き出された直後にある供給部９８の付近に位置している。一方、
先端部分１９Ｂには、ヘッド挿入部２０に向けて開口する排出口９７が設けられている。
【００２８】
　また、アーム部１９は、アーム本体１９Ｃがカセットケース本体９９（上記図５参照）
の側面にて支持される片持ち梁の構造をしている。その構造においては、基端部分１９Ａ
が固定端であり、先端部分１９Ｂが自由端である。従って、基端部分１９Ａによって、カ
セットケース本体９９（上記図５参照）の側面から突設しているアーム本体１９Ｃが支え
られている。
【００２９】
　また、インクリボン６は、インク塗布側のインク面を内側にしてリボン供給スプール１
５に巻回されている。そして、インクリボン６は、リボン供給スプール１５から引き出さ
れた直後に、供給部９８を経て、そのインク面の裏面６Ａを第３走行部材６０と接触させ
ながら走行し、アーム部１９の排出口９７を通過して、ヘッド挿入部２０で露出される。
このように、アーム部１９内でのインクリボン６は、供給部９８から排出口９７を通過し
てヘッド挿入部２０に向かう所定方向へ走行する。その後、インクリボン６は、そのイン
ク面の裏面６Ａと第１小巻テープ（ラミネートフィルム）１１の印字面とが重ね合わされ
るように案内された後に、第１走行部材２１の外側に沿って案内されることにより第１小
巻テープ（ラミネートフィルム）１１の印字面から離れ、リボン巻取スプール１６に巻き
取られる。
【００３０】
　尚、本実施形態に係るテープカセット１は、テープ印字装置１０１（上記図７，図８参
照）のカセット装着部１０３（上記図８参照）に装着されると、ヘッド挿入部２０におい
て、テープ印字装置１０１（上記図８参照）の印字ヘッドＨが挿入される。そして、第１
小巻テープ（ラミネートフィルム）１１とインクリボン６は、印字ヘッドＨとそれに対向
するテープ印字装置１０１（上記図７，図８参照）のプラテンローラＰに挟まれる。
【００３１】
　一方、第２小巻テープ１３は、一面にのみ剥離紙を貼付した両面粘着テープが他面側を
内側にしてテープスプール１２に巻回されたものである。このように巻回された第２小巻
テープ（剥離紙付両面粘着テープ）１３は、送りローラ２２により、その粘着面と第１小
巻テープ（ラミネートフィルム）１１の印字面とが重ね合わされるように案内されること
で、第１小巻テープ（ラミネートフィルム）１１が貼り付けられ、テープ排出部４から本
実施形態に係るテープカセット１の外部に排出される。これにより、本実施形態に係るテ
ープカセット１のテープ排出部４からは、第１小巻テープ（ラミネートフィルム）１１と
第２小巻テープ（剥離紙付両面粘着テープ）１３とで構成された、所謂ラミネートタイプ
の印字テープ５が排出される。
【００３２】
　また、本実施形態に係るテープカセット１では、走行中のインクリボン６がそのインク
面の裏面６Ａを接触させる第３走行部材６０に対して、複数の案内リブが設けられている
。図１は、本実施形態に係るテープカセット１が有するアーム部１９内でのインクリボン
６の走行状態を概略的に示した斜視図である。
【００３３】
　図１に示すように、本実施形態に係るテープカセット１では、印字の際には、インクリ
ボン６は、供給部９８から排出口９７を通過してヘッド挿入部２０（上記図６参照）に向
かう所定方向Ｄへ走行する。さらに、本実施形態に係るテープカセット１が有するアーム
部１９内では、走行中のインクリボン６がそのインク面の裏面６Ａ（上記図６参照）を接
触させる第３走行部材６０において、所定方向Ｄに対する直交方向（インクリボン６の幅
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方向）に直線状の３つの案内リブ６１，６２，６３が並列して設けられている。
【００３４】
　符号６１の案内リブは、アーム部１９の先端部分１９Ｂの排出口９７付近に設けられた
排出口側案内リブである。符号６３の案内リブは、アーム部１９の基端部分１９Ａの近く
にある供給部９８付近に設けられた供給部側案内リブであり、供給部９８から引き出され
たインクリボン６の走行を所定方向Ｄへ最初に屈曲案内するものである。符号６２の案内
リブは、排出口側案内リブ６１と供給部側案内リブ６３との間に設けられた中間案内リブ
であり、供給部側案内リブ６３よりは排出口側案内リブ６１に近い位置に設けられている
。尚、上述したように、第３走行部材６０では、インクリボン６がそのインク面の裏面６
Ａ（上記図６参照）を接触させながら走行するが、正確に言えば、インクリボン６のイン
ク面の裏面６Ａ（上記図６参照）は、３つの案内リブ６１，６２，６３に接触する。
【００３５】
　尚、図１に示すように、走行中の第１小巻テープ（ラミネートフィルム）１１（上記図
６参照）がその印字面を接触させる第２走行部材５０においても、一対の案内リブ５１，
５２が並列して設けられている。
【００３６】
　図２乃至図４は、３つの案内リブ６１，６２，６３の形状に関し、組み合わせの一例を
示した側面図である。図２乃至図４に示すように、２つの案内リブ６２，６３には、凸部
６２Ａ，６３Ａが設けられる場合がある。図２と図４では、供給部側案内リブ６３の中央
部において、所定方向Ｄに対する直交方向（インクリボン６（上記図１参照）の幅方向）
に沿って突出した供給部側凸部６３Ａが設けられている。図３と図４では、中間案内リブ
６２の中央部において、所定方向Ｄに対する直交方向（インクリボン６（上記図１参照）
の幅方向）に沿って突出した中間凸部６２Ａが設けられている。
【００３７】
　但し、図３に示すように、供給部側案内リブ６３の供給部側凸部６３Ａと中間案内リブ
６２の中間凸部６２Ａとを有する場合には、供給部側案内リブ６３の供給部側凸部６３Ａ
の高さＳ２よりも、中間案内リブ６２の中間凸部６２Ａの高さＳ１を低くする第１ケース
と、中間案内リブ６２の中間凸部６２Ａの高さＳ１を供給部側案内リブ６３の供給部側凸
部６３Ａの高さＳ２と同じ又はそれ以上にする第２ケースとがある。
【００３８】
　ここで、３つの案内リブ６１，６２，６３の形状が図２に示す組み合わせである場合を
説明する。この場合には、インクリボン６（上記図１参照）は、先ず、供給部側案内リブ
６３と接触しながら所定方向Ｄへ最初に屈曲案内される。この場合では、供給部側案内リ
ブ６３の供給部側凸部６３Ａにより、インクリボン６（上記図１参照）の走行は例えイン
クリボン幅方向の何れかにズレていたとしても供給部側案内リブ６３の中央部側に導かれ
る。よって、インクリボン６（上記図１参照）のインクリボン幅方向への走行ズレが発生
しても矯正される。その後、インクリボン６（上記図１参照）は、中間案内リブ６２と排
出口側案内リブ６１の順で接触しながら所定方向Ｄへ屈曲案内される。この場合では、中
間案内リブ６２と排出口側案内リブ６１とが凸部のないストレート形状であることから、
インクリボン６（上記図１参照）に皺が発生しても、中間案内リブ６２と排出口側案内リ
ブ６１によって、その皺を伸ばして矯正させることができる。この場合には、皺を矯正す
る排出口側案内リブ６１に近い位置に、皺を矯正する中間案内リブ６２が設けられている
ことから（上記図１参照）、インクリボン６（上記図１参照）に皺が発生しても、印字ヘ
ッドＨ（上記図６参照）に近い位置にある排出口９７（上記図１参照）をそのインクリボ
ン６（上記図１参照）が通過する直前において、そのインクリボン６（上記図１参照）の
皺を矯正させることを繰り返して行うことができる。
　尚、この場合には、中間案内リブ６２又は排出口側案内リブ６１のいずれか一つを設け
なくても、インクリボン６（上記図１参照）に発生した皺を矯正することは可能である。
【００３９】
　次に、３つの案内リブ６１，６２，６３の形状が図３に示す組み合わせである場合を説
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明する。この場合でも、インクリボン６（上記図１参照）は、先ず、供給部側案内リブ６
３と接触しながら所定方向Ｄへ最初に屈曲案内される。この場合でも、供給部側案内リブ
６３の供給部側凸部６３Ａにより、インクリボン６（上記図１参照）の走行は供給部側案
内リブ６３の中央部側に導かれる。よって、インクリボン６（上記図１参照）の走行ズレ
が発生しても矯正される。その後、インクリボン６（上記図１参照）は、中間案内リブ６
２に接触しながら所定方向Ｄへ屈曲案内される。但し、この場合では、中間案内リブ６２
には中間凸部６２Ａが設けられている。ただ、上述した第１ケースでは、その高さＳ１は
、供給部側案内リブ６３の供給部側凸部６３Ａの高さＳ２よりも低く設定されているため
、供給部側案内リブ６３の供給部側凸部６３Ａとの接触によりインクリボン６（上記図１
参照）に皺が仮に発生しても、中間案内リブ６２の中間凸部６２Ａにより、その皺を伸ば
して矯正させることができる。その後、インクリボン６（上記図１参照）は、排出口側案
内リブ６１に接触しながら所定方向Ｄへ屈曲案内される。この場合では、排出口側案内リ
ブ６１が凸部のないストレート形状であることから、インクリボン６（上記図１参照）に
皺が発生しても、排出口側案内リブ６１によって、その皺を伸ばして矯正させることがで
きる。この場合には、皺を矯正する排出口側案内リブ６１に近い位置に、皺を矯正する中
間案内リブ６２が設けられていることから（上記図１参照）、インクリボン６（上記図１
参照）に皺が発生しても、印字ヘッドＨ（上記図６参照）に近い位置にある排出口９７（
上記図１参照）をそのインクリボン６（上記図１参照）が通過する直前において、そのイ
ンクリボン６（上記図１参照）の皺を矯正させることを繰り返して行うことができる。
　尚、この場合にも、中間案内リブ６２又は排出口側案内リブ６１のいずれか一つを設け
なくても、インクリボン６（上記図１参照）に発生した皺を矯正することが可能である。
【００４０】
　一方、３つの案内リブ６１，６２，６３の形状が図３に示す組み合わせである場合にお
いて、上述した第２ケースでは、中間案内リブ６２には中間凸部６２Ａの高さＳ１は、供
給部側案内リブ６３の供給部側凸部６３Ａの高さＳ２と同じ又はそれ以上に設定されてい
る。従って、中間案内リブ６２の中間凸部６２Ａは、供給部側案内リブ６３の供給部側凸
部６３Ａと同様にして、インクリボン６（上記図１参照）の走行を中間案内リブ６２の中
央部側に導く。これにより、この場合では、供給部側案内リブ６３と中間案内リブ６２と
でインクリボン６（上記図１参照）の走行ズレを矯正することから、リボン供給スプール
１５（上記図６参照）からインクリボン６（上記図１参照）が引き出された後付近やその
インクリボン６（上記図１参照）が排出口９７（上記図１参照）を通過する直前付近の２
箇所において、そのインクリボン６（上記図１参照）の走行ズレを矯正することができる
。
【００４１】
　最後に、３つの案内リブ６１，６２，６３の形状が図４に示す組み合わせである場合を
説明する。この場合でも、インクリボン６（上記図１参照）は、先ず、供給部側案内リブ
６３と接触しながら所定方向Ｄへ最初に屈曲案内される。この場合では、供給部側案内リ
ブ６３が凸部のないストレート形状であることから、インクリボン６（上記図１参照）に
皺が発生しても、供給部側案内リブ６３によって、その皺を伸ばして矯正させることがで
きる。その後、インクリボン６（上記図１参照）は、中間案内リブ６２に接触しながら所
定方向Ｄへ屈曲案内される。この場合では、中間案内リブ６２の中間凸部６２Ａにより、
インクリボン６（上記図１参照）の走行は中間案内リブ６２の中央部側に導かれる。よっ
て、インクリボン６（上記図１参照）の走行ズレが発生しても矯正される。その後、イン
クリボン６（上記図１参照）は、排出口側案内リブ６１に接触しながら所定方向Ｄへ屈曲
案内される。この場合では、排出口側案内リブ６１が凸部のないストレート形状であるこ
とから、インクリボン６（上記図１参照）に皺が発生しても、排出口側案内リブ６１によ
って、その皺を伸ばして矯正させることができる。この場合には、皺を矯正する排出口側
案内リブ６１に近い位置に、走行ズレを矯正する中間案内リブ６２が設けられていること
から（上記図１参照）、インクリボン６（上記図１参照）に走行ズレや皺が発生しても、
印字ヘッドＨ（上記図６参照）に近い位置にある排出口９７（上記図１参照）をそのイン
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クリボン６（上記図１参照）が通過する直前において、そのインクリボン６（上記図１参
照）の走行ズレや皺を矯正させることができる。さらに、この場合では、供給部側案内リ
ブ６３と排出口側案内リブ６１とでインクリボン６（上記図１参照）の皺を矯正すること
から、リボン供給スプール１５（上記図６参照）からインクリボン６（上記図１参照）が
引き出された後付近やそのインクリボン６（上記図１参照）が排出口９７（上記図１参照
）を通過する直前付近の２箇所において、そのインクリボン６（上記図１参照）の皺を矯
正することができる。
　尚、この場合には、供給部側案内リブ６３を設けなくても、インクリボン６（上記図１
参照）に発生した皺を、そのインクリボン６（上記図１参照）が排出口９７（上記図１参
照）を通過する直前で、排出口側案内リブ６１により矯正することが可能である。
【００４２】
　尚、本発明は上記実施の形態に限定されるものでなく、その趣旨を逸脱しない範囲で様
々な変更が可能である。
　例えば、図１では、供給部側案内リブ６３は、第３走行部材６０で最も供給部９８に近
い端部位置に設けられている。これにより、図２や図３の場合では、インクリボン６の走
行方向である所定方向Ｄのより上流側にてインクリボン６の走行ズレを矯正できるし、あ
るいは、図４の場合では、インクリボン６の走行方向である所定方向Ｄのより上流側にて
インクリボン６の皺を伸ばして矯正できる。もっとも、供給部側案内リブ６３は、所定方
向Ｄへ移動させた位置に第３走行部材６０を設けてもよい。
【００４３】
　また、図１に示すように、排出口側案内リブ６１は、アーム部１９の先端部分１９Ｂの
排出口９７付近（排出口９７に対し所定方向Ｄとは反対方向側付近）に設けられているが
、排出口９７そのものに設けてもよい。この場合には、インクリボン６に皺が発生しても
、印字ヘッドＨ（上記図６参照）に近い位置にある排出口９７をそのインクリボン６が通
過する際において、そのインクリボン６の皺を排出口側案内リブ６１により矯正させるこ
とができる。
【００４４】
　また、図１では、中間案内リブ６２は、供給部側案内リブ６３よりも排出口側案内リブ
６１に近い位置に設けられているが、供給部側案内リブ６３により近い位置に設けてもよ
い。
【００４５】
　また、図１では、直線状の３つの案内リブ６１，６２，６３が所定方向Ｄに対する直交
方向（インクリボン６の幅方向）に沿って突出して第３走行部材６０に所定方向Ｄに列設
されている。しかしながら、直線状の４つ以上の案内リブを所定方向Ｄに対する直交方向
（インクリボン６の幅方向）に沿って突出させ、第３走行部材６０に所定方向Ｄに列設さ
せてもよい。
【００４６】
　また、本実施形態に係るテープカセット１は、所謂ラミネートタイプのものであったが
、所謂レセプタタイプのものであってもよい。
【符号の説明】
【００４７】
　　１ 　テープカセット
　　６　　インクリボン
　　６Ａ　インク面の裏面
　１５　　リボン供給スプール
　１９　　アーム部
　１９Ａ　基端部分
　１９Ｂ　先端部分
　１９Ｃ　アーム本体
　６１　　排出口側案内リブ
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　６２　　中間案内リブ
　６２Ａ　中間凸部
　６３　　供給部側案内リブ
　６３Ａ　供給部側凸部
　９７　　排出口
　９８　　供給部
　９９　　カセットケース本体
１０１　　テープ印字装置
１０３　　カセット装着部
　　Ｄ　　所定方向
　　Ｈ　　印字ヘッド

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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